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はしがき
　筆者は先に、長岡大学地域研究センター『地域研究』第10号（2010年11月刊行、以下「前稿」とする）において、
外山脩造の企業者活動に関する史料を紹介した。
　その後も、国立国会図書館や神戸大学附属社会科学系図書館および明治大学附属中央図書館等で、外山の足跡や
企業家としての活動に関する史料調査を継続している。
　本稿では、これらに所蔵されている史料を中心に、新たに収集したものの一端を紹介し、若干の解説を付したい。
特に、外山がその設立と運営に大いに主体的かつ積極的に取り組んだ商業興信所についての史料を複数入手するこ
とができたので、紙幅を広く割いて取り上げることとする。
　なお、史料中の漢字は原則として常用漢字を用いたが、常用漢字にないものについては、原本の字体のままとした。
また、読み易さを考慮して、適宜読点・句点を付した。
Ⅰ　『実業家人物評論』における外山についての論評
＜解説＞
　『実業家人物評論』（国立国会図書館所蔵）は、1901（明治34）年３月に実業之日本社から刊行された。同書は、『実
業之日本』に連載された企業家ついての評論を纏めたものである。『実業之日本』は、1897年６月に光岡威一郎と
読売新聞社経済部記者の増田義一（現在の新潟県上越市域にあたる中頸城郡板倉村出身で現在の早稲田大学の前身
の東京専門学校邦語政治科を卒業）が中心となって立ち上げた大日本実業学会から発行された。1900年５月に光岡
が健康上の理由から同学会の運営を退き、これを受けて増田が読売新聞社を退職して改めて実業之日本社を立ち上
げ、増田が社長兼主筆として運営を主導した。その結果、『実業之日本』は、当時において『東洋経済新報』や『東
京経済雑誌』とともに国内を代表する経済・ビジネス雑誌となった（増田の足跡や活動については、梅山糺編『増
田義一追懐録』実業之日本社、1950年４月を参照されたい）。増田が読売新聞社経済部記者として、渋沢栄一・岩
崎弥之助・安田善次郎・大倉喜八郎・森村市左衛門などの当時の代表的な企業家と知遇を得ていたために、このよ
うな連載が可能になったと考えられる。
　同稿の著者である「岳淵生」が誰かは明らかではない（雅号から増田ではなさそうである）。一部事実関係の齟
齬がみられるものの、外山が「勤倹貯蓄」の精神を以って、第三十二国立銀行（後の浪速銀行）や大阪貯蓄銀行を
率い、堅実経営を貫いて成功を収めている点を認め、国内を代表する企業家の１人として高く評価すべきと論じて
いるのは的確である。一方で、外山があまりに「謹厳実直」であるがため、銀行家としてはふさわしいものの、必
ずしも実業界には向かないとの見解も注目すべきである。掲載の時点では、外山は商業興信所はもとより、大阪麦
酒や阪神電気鉄道および大阪倉庫などの設立と経営に深く関わっていたものの、これらが論評されていないのは、
実業界で高いポジションを得るに至っていないことを示すものといえる。
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外山脩造を論ず
岳淵生
岳淵生人の是非善悪能不能を評判し、以て其の中れや否やを世に問はんとするは、吾人年来の固癖なるが故に、
無中に有を探り、深淵の底潑溂復び網し来らんとを企つ、而して其の先づ第一打を罹りたるは、大阪に於ける一
方の雄鎭外山脩造其人なりとす。思ふに大倉喜八郎の如き、雨宮敬次郎の如き、松本重太郎の如き、今村清之助
の如き、安田善次郎の如き、藤田伝三郎の如き、皆是れ当代第一流の実業家虚業家として、世人の膽視する所、
其名亦市井陋□の話抦に上り、盛んに其活歴史を伝唱せらゝと雖も、一の『外山脩造』に至りては、斯道社会若
くは斯道を注視する一輩の外は、畿んど其名を知るものなく、吾人と雖も彼れが大阪に於ける一実業家なりとい
ふを聞きたるの外、未だ嘗て左程の重きを有する勢力者たるを認めざりし、是れ彼れが最も人の耳目を惹き易き、
中央首府に力を注がざるるに因ると亦一原因なるべしと雖も、主として彼れの性格、経営せる事業、身辺の事情
之をして然らしむるものある也。
玆に於てか吾人は彼れの小伝的記述を為すの、極めて必要なるを認めざるを得ず、彼れは越後栃尾の出身にして、
河井継之助の門下生なり、中途学に依つて身を立つるの意を擲ち、商工業の中心たる大阪に出でたるも、□中無
一物にして勢援の以て依るべきなく、若し其志を成さんと欲せば、唯だ自己の両腕を以て自己の田園を開拓する
の外途なく、所謂空拳を揮つて業を成すとは、最大難事に属するとは知ると雖も、亦堅守奪ふべからざるものな
くんばあらず、彼れは波濤激怒の大阪を以て其成功の地盤たりと信じ、漸次其階段を築き始めたり、彼れが如何
にして無中より有を作り、赤手よりして今日の富と力とを養い得たるかは、人の万事の秘密あるが如く彼れにも
亦其成功の秘訣ありしなるべし、而も其秘訣中の一として、否主なるものとして、彼れの全体を表彰するものは、
蓋し勤倹貯蓄の四文字に存せるは、疑ふべからざる事実なりとす。
此の勤倹貯蓄の四文字、如何に常套の語なるとよ、如何に平凡なる教訓よ、八兵衛も其必要を知り、権助も其至
極尤もなるとを知る、而かも昔より之れが実行を勉むるもの少なく、困却敢て顧みざるものあるは何ぞや、蓋し
勤倹貯蓄の行ひ難きに非らず、之を行ふの意思の強固なると難きなり、即ち之を実行すべき意思の強固なると否
とは、千里懸隔を来す分岐線にして、成功と失敗との決勝点なり、故に吾人は右四文字には主として重きを置かず、
唯だ此の四文字を実行すべき意思、語を更ゆれば普通人の実行し得ざる此の四文字を、平々坦々些の凝滞なく躬
踐する精神の尋常ならざるに向て、幾多の尊敬を呈せざるを得ず、此故に貯蓄家を以て「ケチン坊」の冷殺語に
没了するとなかれ、彼等は此性格を須ゐて、或る他の方面に普通人以上の成功を築き得るなり、思ふに外山脩造
の如きは、亦其一人たるを失はざるなり。
彼れは第一期帝国議会の際、一たび衆議院議員として大阪府より選出せられたるも、彼れが性格は、縦横馳突、
時に合同時に分離、紛糾錯乱、寔に風雲児をして機を得て飛躍跳梁せしむるが如き、政界の生活に対しては、余
りに秩序的に、余りに保守的に、余りに慎重的なりき、況んや第一期議会当時は、積年民党の公憤一時に迸発し
たる時にして、其意気旺盛なると、今日の腐敗堕落亦収拾すべからざるの此に非らず、従つて光景の活潑々地な
りしは、坐ろに彼をして『有志家社会』の、余りに長安遊俠児たるに過ぎたるを観じ、遂に此騒乱圏裏より脱却
して、復た出づるとを為さず、一に其倉廩の損せざらんとを冀いしもの、誠に性格上余儀なきといふべく、又一
方より観察すれば、利害上達見と云ふべからざらんや。
是を以て彼れは到底雨雲際会的の事業を好まず、一攫千金的の活劇を演ずるを為さず、所謂株式の戦争、事業界
の奔馳に一身を傾けざるを知るべし、聞説く彼れが其富を成せる第三第四の階段は銀行会社創設の際より所有せ
る株券の騰貴に依りて利する所多かりしに因ると雖、而かも其は経済界自然の趨勢より来りたる結果にして、彼
の株屋なるものが、定期を専務とし、器械的、術数的に市場を動揺せしめ、以て奇利を制したるものと同日にし
て談ずべきにあらずと、故に彼れは企業家側の実業家に非ずして、之れに資本を供する銀行的実業家なりと謂は
ざるべからず、見るべし彼れが年来経営せる事業は、概ね銀行業にして、其以外の企業としては、近時藤島正健
等と共に智利人に結び、日本舎密工業会社を創立せんとするに過ぎざることを、請ふ吾人をして銀行家たる彼れ
の正面を見せしめよ。
彼れが大蔵省官吏を辞して、第三十二国立銀行（大阪）顧問となりしは、蓋し彼れが本然の任務を果すに於て、
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其基を開きたるもの全く此処に存せりと謂はざるべからず、彼の三十二銀行とは今の即ち浪速銀行にして、其改
称の必要ありし丈け其当時如何に同行が困難の事情を有したりしかを知るべし、而して彼れが入つて此難局に当
るや、□理其宜しきを得、頽勢玆に挽回の緒に就き、今日の状況に依れば、其積立金は資本よりも多く、信用頓
に関西の金融界を壓せんとするに非すや、是れ全く彼れが起死回生の手腕を揮ひたるに外ならずして、名声一時
隆々を極めたるもの決して故なきに非らざるなり、次で横浜正金銀行に入り、又転じて日本銀行大阪支店長にな
りしが、時の総裁富田鉄之助と衝突の事ありて職を辞し去つて海外に遊ぶに至れり。
然れども、彼れの外遊は矢張り主として銀行制度視察の為めなりき、帰来企てたる所のものは、大阪貯蓄銀行、
積善同盟銀行等にして、零碎なる資金を集聚するに勗め、外に商業興信所を起す等、大阪を益す彼れの地盤となり、
大阪自身も亦彼れに依りて経営されつゝあり、見よ大阪貯蓄銀行の如きは、其資本金額十万円にして払込五万円
なるに係らず、其積立は二十余万円に上れるに非ずや、一外山と大阪との関係如何に密接なるかを推知すべきな
り。
然り而して、彼れが銀行業に対する方針に就ては、甚だ聞くべきものあり、凡そ株式たると合資たるとを問はず、
苟くも集合資本を以て組織する以上は、其出資者は勢ひ其利益配当の多からんとを希望するが故に、之れが役員
たるもの、勗めて其歓心を買はんとを図るは斯界の常態にして、殊に大阪の実業界には、最も多く此の風習行は
ると雖も、彼れは全く正反対の方針を執り、先づ其純益は積立に注ぐを主として、無配当となるも敢て顧みず、
又設令配当を為すに至るも、未だ嘗て一割以上に及びたるを聞かず、是を以て前例大阪貯蓄銀行の如き、其積立
金比較的多く、其信用や銀行の基礎と共に重き、断じて偶然に非ざるを知るべきなり、宜なる哉彼れが大阪に於
ける勢力は、他の方面に於ては兎も角、銀行社会に於ては、其第一流に位するとを断言するに憚らざるなり、之
を要するに彼れは大阪に於ける着実分子を代表すると共に銀行界に於ける大阪を代表するといふも、敢て過言に
非ざるべし。
然れども彼れが勤倹貯蓄、万事銀行的に出来上りたる性格は又一面の観察に於て、其短所たるを免れざるなり、
即ち彼れは着実、緻密、ヂミなる丈けに、其胸量も亦天空海濶を欠き、人を容るゝ広からずして、自信力非常に
強きが故に、往々にして其身辺の人物、事情を相杆格する所なくんばあらす、加ふるに自己の責任は、何処まで
も責任として、決して之を遁避する如きなきが故に、適ま自任度に過ぎ、却て人をして峻巖楊枝を以て重箱の隅
を啄くの憾ありとの謗を為さしむ、蓋し非耶、彼の昨年堂島米穀取引所の不始末事件発生に当り之に関係したる
岡山銀行支店等に対し、銀行集会所が事実調査の上同盟銀行中に於て処分すべしとの発議するものありたるに対
し、彼れは独力之に反対し、其委員に選ばれたるも之を辞したるが如き、以て如何に自信力に富み、一飛既に剛
復の境に転じ居るが如く想はしめたるにあらずや、而して彼は頗る学識あり膽力に富むと雖も、惜むべし血と涙
に乏しく、愛嬌の如きは毫末存ぜざるとを、冷眼以て世上を視、他人の破産失敗に向ては一点の同情を表せざる
を豈に瑕瑾ならずとせんや。
若夫れ彼れが今後の事業に於ては、果して如何なる歴史を編出するに至るや、彼れが近時の企業として、既に世
間に発表せられたる内外共同の舎密会社は、彼れが銀行家以外の職務として為さんとする所、吾人は其事業の成
否如何を予言するの能力なしとせるも、彼れは到底銀行業者として終るべきの極めて天職を全ふするの道なるを
一言し置かんとす。
（明治三十三年六月）
Ⅱ　商業興信所の設立過程
＜解説＞
　前稿において、外山が銀行による手形割引業務と企業および企業家間の信用取引の拡大を図るために、企業およ
び企業家の経営動向や資産・信用状況を調査する機関の立ち上げに渋沢栄一とともに取り組んだことを紹介した。
　商業興信所の設立過程については、同所が1904（明治37）年３月に刊行した『商業興信所事業案内』（神戸大学社
会科学系図書館所蔵）に取り上げられている。
　外山は、1887年９月から１年間の欧米諸国の視察および横浜正金銀行の一井保・山川勇木などからの助言をふま
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えて、信用調査機関の設置の意を強くした。そして、自らの関係銀行からの協力をとりつけたうえで、1891年７月
22日に大阪市内の金融関係者を集め、機関の立ち上げ計画を説明した（杉山正一編『株式会社商業興信所五十年誌』
1942年３月発行の３頁によると、「堺卯楼」にてと記録されている）。
　外山は、商業通信所（この時点では「商業興信所」という名称は用いていない）の必要性と有用性を強調したが、
その際、出席者から様々な疑問点や問題点が指摘されることを予想し、それらに力点をおいて説明をおこなったの
は、外山の通信所設置に対する並々ならぬ熱意と決意を読み取ることができる。
　これに対し、関係者からの反応は芳しいものではなかった。しかし、外山にとってはこの結果をある程度想定し
ていた可能性が高い。というのは、外山は直ちにかつて理事兼初代大阪支店長を務めていた日本銀行との交渉に着
手し、91年10月に同行大阪支店から補助金を受けることに成功した。これが奏功し、大阪市内の主たる銀行も協力
するところとなり、翌92年４月に商業興信所の設立をなし遂げるに至ったのである。信用調査機関立ち上げへの熱
意とともに、本来の冷静沈着さも併せて、外山の企業家としての面目躍如といえよう。
　補遺の史料は、『商業興信所事業案内』等に掲載されている同所の事業方針ないしスタンスというべきものである。
事業の有益性ばかりでなく経営および資産状況の正確な情報提供による信用の向上に対し虚偽情報による信用の失
墜が高らかに提示されているのである。
　なお、商業興信所の設立過程の詳細については、別稿を予定している。
外山氏は去る明治十七年日本銀行理事兼大阪支店長在職の砌り、一己の資格を以て阪地銀行者を集めて手形割引
に関する奨励的談話をなせしことあり。当時既に氏は、手形割引をなすには各商業者営業の模様及資産信用の如
何を調査するの必要を感ぜしと雖も、興信所の如き専門機関をして之に当らしめんとは夢想だも起らず、唯だ銀
行員をして自ら是等の調査を為さしめれば自家の用を弁じ得べしと考へたる位なりしが、明治二十年より二十一
年に渉り欧米を漫遊するに及び始めて興信所なるものあるを知り、銀行の手形割引は勿論将来我国一般の信用取
引をして益々発達増進せしめんには之が機関たる興信所を設けざるべからずと感じたり（氏が此の感を起せしは、
米国にして当時紐育在勤の正金銀行員一井保氏の談話に由ると云ふ）。氏は此新知識を齎らして帰朝せしと雖も、
興信所設置のことたる当時の国情に問ひ容易に成功し難しと思ふのみならず、他の計画の事業ありし為め暫く之
を他日に譲りたりしに、其後外山氏の親友たる正金銀行の山川勇木氏倫敦より帰り早々興信所設立の急要を唱へ、
外山氏に対し熱心に其決心を促し且つ企業上の参考となるべき書類を送付し来りしかば、外山氏も遂に多少の困
難障害を覚悟して興信所を設立することを決心し、先づ自己の管理せる大阪貯蓄銀行を首唱者とし、尋で同行の
組合銀行とも云ふべき十三、三十二、百四十八の三国立銀行に協議して其承諾を得、以上四銀行を発起者とし
て年々参千円の経費を負担支出することゝ定め、更に二十四年七月二十二日を以て、大阪市内重もなる銀行業者
三十名を招待し興信所設立に賛成を求むると同時に、斯業の必要なる所以及反対予防談話をなし、滔々数千言を
費したり。此談話こそ氏が斯業に対する抱懐を述べたるものにして、興信所の沿革中特筆すべき価値あるものと
信ず。依て左に其の要領を記載すべし。
『 今日諸君の御来臨を煩したるは他の義にあらず、一の新事業を企てんと欲し、諸君へ御相談を願ふ為めなり。
其の新事業は各商業者諸会社等の資産信用営業の状況等を取調べ、資金の運転及び商業家の参考に供する秘密
通信を専業とする所のものなり。其の名号は先づ商業通信所と名くる考へなり。
　 扨右通信所の業は、西洋諸国に於て盛に行るゝ所の営業にして、一社にして往々数千の人を使用する所一市内
にも幾箇もある由、以て其の事業の盛大なることも之を利用する人の沢山なることも、其の事業の商業社会に
必要なることも推知するに足るべし。
　 此の通信所は内地の各商業家は申すに及ばず、外国の日本と取引する商業者の為め双方の便利となり、一般商
業の発達を助くるの効能あるべきは勿論、就中我々銀行者に取り最も緊要のものと信ずるなり。
　 何となれば銀行者は広く商業者諸会社の身代状況を探知し、夫々之に応じて適宜の処置をなすにあらざれば其
の事業を拡張する能はず且つ損失を招き易きを以てなり。又各銀行に於て銘々之を取調べんとし三五名の手代
を専ら其の事に掛け置とも到底取調の行届くべきことにあらず。頭取支配人が何程鋭敏にても繁務の余暇に之
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を取調べんとすること実際なし能はざることならん。旁此の取調を以て専業とする通信所は極めて必要なもの
と信ずるなり。併し至て新事業の事故種々の疑惑もあらん。依て仮に問答を設けて、之を説明すべし。
　 或問て曰く、西洋は一般に信用を重んずる習慣あり、銀行の営業も十の八九は割引にして、其の割引も多くは
信用に出づと斯の如き国柄に於ては通信所の必要あるべしと雖も、今日の有様を見るに各銀行の八九は抵当貸
にあり、偶割引をなすも大概担保品付の割引にして、信用割引の如きは実に寥々たり。一般商業者も亦信用を
重んずるもの甚だ少しして見ると、我国に於ては目下格別の必要なきに似たり。通信所の設立は猶早きことな
からんか。
　 対て曰く、成程今日本の有様にては、通信所を設くるも之を利用するもの西洋に比すれば甚だ少かるべし。然
れども、我国の銀行は大概抵当貸を以て営業となし、信用割引甚だ少きか故に格別通信所の必要なしと云ふに
至ては大なる誤見なるべし。
　 其の訳は、従前我大阪両替屋の営業振りは西洋諸銀行の営業振りと殆んど同一なりと雖も、暫く置て論ぜす。
今日各銀行の営業振に就て之を論ぜんに、貸付と曰ひ当座貸越と云ひ割引と曰ひ大概抵当とか根抵当とか担保
品とかの付きたるものにして、表面上信用の取引は甚だ稀なるに似たりと雖も、其の実は信用否情実の取引頗
る多し。而して其の情実取引の内には幾分か信用を含蓄するものなりして見ると、表面上は抵当取引なれど内
実は信用取引も亦不少と云ふべし。
　 最初より信用取引の覚悟にて取引すれば、却て過ちも少かるべきも、表面は抵当内実は情実、情実半分信用半
分の混合取引なるを以て、却て損失を招くこと意外に多きに似たり。
　 他方のことは暫く置き、我大阪市に就て十年来著名の出来事を挙ぐれば、銀行にては丸三銀行の事あり、
二十六銀行の事あり、百二十六銀行のことあり、硝子会社の事あり、鹿児島砂糖会社のことあり、其の他一己
人の出来事は枚挙に暇あらず。是れ等出来事の顛末は諸君の熟知せらるゝ事にして小生の喋々を待たず。而し
て此の席にある銀行者諸君は往々夫れが為めに許多の損失を受け、或は容易ならざる心配せしことあらん。又
十年以来阪地各銀行の滞貨準備として積立てたる金額は幾許ぞ、已に消却したる金額は幾許ぞ、今日猶積立て
つゝある金額は幾許ぞ。今日小生が之を詳細に弁ぜざるも、大抵は諸君の胸算にて分るべし。是等損失の高に
よりて考ふるも、取引の実況によりて考ふるも、日本の銀行に於ては格別通信所の必要なしとの説は、大なる
誤見ならんして見ると猶早きにあらずして已に晩しと云ふ方却て適当ならん。況んや近時我国の銀行も漸次信
用割引の業を拡張するの傾きあるに於てをや。
　 又或問て曰く、我日本に於ては格別通信所の必要なしと思ひしも、君の説明に依り其の必要を知り、猶早しと
考へしも已に其の晩きを知れり。只恐る西洋各国の如く各商業者の身元を鮮明に探知するの難きと、各銀行始
め商業者が之を信じ之を利用せずして徒らに無用の長物たらんことを。何となれば我国一般の人情兎角隠蔽を
好み且つ猜忌の念深ければなり。
　 対て曰く、誠に然り々々。今日我国の状況にては（仮令商法実施の後にても）、商業者の身元状況を詳明に探
知するは実に困難なり。然れども各銀行に於て真に此の事業を賛助せらるゝに於ては取調の端緒なきにあらず
（西洋の通信所も各銀行の賛助を得て取調の土台となす由）。諸会社にもせよ各商業者にもせよ、各銀行の取引
振を調べ、資本高動産不動産等夫々掛りを分ち、夫れのみを専業とし順次取調ぶるときは、仮令十分に行届か
ざるところあるも、所謂中らずと雖も遠からず位の取調は決して出来能はぬことにあらずと信ずるなり。固よ
り最初は粗なるも、歳月を積むに従ひ漸次精密に至るべし。又利用云々のことも、最初の間は至つて少かるべ
しと雖も、本所が追々正確の調べをなし得るに随て、之を利用するものも増加すべきは敢て疑はざるところな
り。一体何事にても最初より充分の効を見るは難し、況んや我国になき新事業に於てをや。夫れ故外国の通信
所は皆営利事業なるも、今企つるところの通信所は、営利目的をやめ三ヶ年を一期として有志組織となしたる
所以なり。畢竟此の事業の商業社会に必要なることを信じ、其の成功の困難なるにも拘らず此の事の端緒を開
かんと欲するにあり。雛鶏に時鳴を促し今直ちに鳴かざれば是れは無用なりと曰ふ如き気短の責をなさず、前
途を慮り気長の御考を願ふ所なり。
　 又或問て曰く、今通信所を設け諸会社始め各商業家の身元取調をなすときは、事業家の妨げとなることなきや。
　 対て曰く、決して妨げにならず、却て事業家を助くること多し。今見込みある事業を営み大に之を拡張せんと
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欲するも、資金の乏しさに苦しむものあらん。諸方に奔走して金主を得んと欲するも、債主たるべきもの其の
人の素行も其の事業も身元も能く分からざるときは取合ものなかるべし。斯る時、通信所に依り其の詳細を知
り得るときは、随分金主たるもの出で来るべし。故に助けにこそなれ、決して妨げにならざるなり。併し若そ
の事抦山師流のことにして、世間より金を集むる丈けの目的にて、其の事業は見込なきものならんか。其の時
は山師の妨げとなるべし。大凡何事業にても、多少他の事業の妨げとなることは免るべからず。今鉄道を布設
すれば、其の地方人力車の妨げとなるべし、電話を掛くれは電信の妨げとなるべし、何か器械所を設くれば手
仕事者の妨げとなることあるべし。只其の事抦社会の進歩を助くるの利益ありや否に由て判断すべし。正業者
を助くる為め、山師の妨げとなることあるも、敢て顧慮すべきにあらざるべし。加之、通信所は前途社会経済
の整理上、大なる利益あるべきを信ずるなり。
　 尚ほ、発起のことに付一言申述べん。此の通信所の事業は、各銀行諸君の賛助を得なければならぬ事業なれども、
銀行交換所の如き仕組のものにあらず、又倉庫会社等の如く株式組織にて成立すべきものにもあらず。畢竟組
合組織ならでは行れ難き事業と信ずるなり。
　 依て貯蓄銀行が首唱者となり、十三、三十二、百四十八の三銀行協議して、共に此の事業の発起を企てたる次
第なり。然しながら、必ず此の四行丈けにて此の事業を行はんとの趣旨にあらず。若し幸にして諸君が共に発
起者となる方便利ならんとの御考あれば、我々は悦で同意を表する考なり。之れは御参考迄に述置なり。』
氏は、此の如く詳密周到なる演説をなし、出席者の賛成を得んことを勉めたりしも、出席者は容易に賛否の言を
吐かず、何れも未聞の新業なれば篤と勘考して決答すべしと述べ退散したり。其後余程の日子を経て、該出席者
の重立ちたる向きより、我大阪市内に於ける国立私立の各銀行及び一己人にして金貸業を営むもの挙つて賛成す
るならば、我々も賛成すべしと申し来れり。此の答詞たる表面賛成に似たれども、裏面より見れば正しく賛成拒
絶の意味たるを知れり。是に於て、外山氏も到底多数の賛成者を待つて事業を興起するの困難なるを察し、日本
銀行に就き川田総裁、川上理事に特別賛助を乞ひしに、二氏快く之を承諾し、日本銀行大阪支店より年々弐千円
の出金をなして事業の成立を助くることの決答を与へたり。即ち、発起銀行の出金参千円と日本銀行の出金を合
するときは五千円となるを以て、外山氏は愈々之を経費に宛て、事業に着手することに決心せり。是実に明治
二十四年の秋期なり。
＊補遺：商業興信所の事業方針
一　 商業上ノ取引ヲ安全ニセント欲セバ、先ヅ相手方ノ身元信用ヲ知ルヲ最必要トスル、而シテ之ヲ知ルノ捷径ハ
興信所ニ加盟スルニ如クハナシ
一　 興信所ノ加盟者ハ、若干ノ加盟金ヲ支出セバ、随時必要ニ応ジテ商工業者ノ身元信用ヲ審問シ得ルノミナラズ、
商業上ノ有益ナル種々ノ報告ヲ受ケ、損害ヲ未然ニ防グノ利益アリ
一　 欧米ノ商人ニテ、興信所ニ加盟セザルモノ稀ナリ、興信所ハ商業界ニ欠ク可カラザル一大機関ニシテ、米国ニ
於テハ商業ノ母ト称セラル
一　 我興信所ノ調査区域ハ、内国枢要ノ都会数拾個所ニ亘リ、尚欧米諸国ノ興信所ト連絡ヲ通ゼルニ依リ、海外ニ
対スル審問ニモ応答スルコトヲ得
一　 商工業者ハ、自己ノ営業並ニ資産ノ状態ヲ詳細ニ興信所ニ知ラシメ、以テ信用ヲ高ムルヲ得策トス、興信所ニ
向テ虚偽ノ報告ヲナスハ自ラ信用ヲ傷クルモノナリ
Ⅲ　『岸宇吉翁』にみる岸と外山との関係
＜解説＞
　前稿において、今泉鐸次郎の追想から、新潟県内における石油事業をめぐる岸宇吉と外山とのトラブルについて
取り上げた。外山は県内での石油事業の将来性に着目し、欧米視察に旅立つ前に旧知の岸宇吉に採掘権の確保を要
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請したにもかかわらず、視察中の1881年に、岸が山口権三郎と内藤久寛が中心となって計画された日本石油会社に
直ちにコミットし、帰国後にこれを知った外山が激怒して、周囲の説得も空しく事業上の関係を断絶したというも
のであった。これについては、「明治二十年と云ふに石油事業の取調に洋行し、越後全体に渡り油田試掘権を計画
を立つるが如き大計画は先見の士に非ざれば為し能はざる処である。氏（＝外山：引用者）の取調に就ては大に斯
業に裨益する処あつたらうに、之を世間に公表することを為さず、空しく筐底に埋没し去られたのは遺憾の次第」（広
井一『明治大正北越偉人之片鱗』1929年６月、51頁）と外山に同情的な見解が見受けられる。
　この一方で、小畔亀太郎の編纂・発行により1911年10月に刊行された岸の伝記である『岸宇吉翁』にも両者の問
題が叙述されているが、今泉のニュアンスとは若干異なるように思われる。
　確かに、外山の視察中に岸が日本石油会社の計画に傾いたのは共通して述べられているものの、よい意味でも悪
い意味でも機敏ないし臨機応変であったと評される岸のスタンスからすると意外なほど、それ相当に逡巡した様子
が同書からは見てとれる。外山との関係を重視しつつも、松方正義によるサジェスチョンや日本石油会社の事業計
画の有用性および地域における必要性等を勘案した結果、最終的に岸は日本石油会社に関わることとなったと理解
するのが妥当であろう。これに対し、外山が岸により信頼関係が反故にされたとはいえ、おそらく松方から石油事
業への早期着手の必要性が予め提起されていたにもかかわらず、視察中に岸および長岡サイドへ情報提供を必ずし
もおこなっておらず、その後に視察中の事態の推移を必ずしも理解することなく、ほぼ一方的に石油事業はもとよ
り長岡とのビジネス上の関係を絶つに至ったのは、外山の企業家としての活動の展開においてマイナスであったの
は言を俟たない。一方で、岸をはじめ長岡地域の産業界が外山との連携を十分にとらなかったために、外山からの
物心両面の協力ないし援助を得ることができなくなったのは、地域の産業発展の将来性を狭めたという点で失敗で
あったと評価せざるをえない。
　ところで、同書には、時期は不明であるが、岸が製紙業に進出しようとしたところ、外山がそのリスクを諄々と
諭し、岸が思い止まったと記されている（123−124頁）。両者の人間関係やそれぞれの性格のコントラストがよくわ
かるエピソードであるが、それに加え、この計画の成否によっては、田村文四郎と覚張治平を中心に1907年４月に
設立された北越製紙（現・北越紀州製紙）の起業計画が左右された可能性があり、興味深いところである。
　なお、外山は岸について、「岸さんに就いて敬服に堪へないのは手紙である、同氏の手紙は何時も極めて簡短で
あつて、それで文章の意味がよく明瞭して居る、誠に感心である」との談話を寄せている（同書、218頁）。ビジネ
スを超えた両者の深い関係を垣間見ることができよう。
明治十九年、翁（＝岸宇吉：引用者、以下同じ）は、渡辺六松、三島億二郎、小林伝作、目黒十郎氏等と上京し、
松方（＝正義：引用者）侯爵を其邸に訪れた。其時伯爵より種々の経済談があつた末に、今日の石油事業の基と
なる可き一つの話があつた。侯爵の語らるゝやう、『近頃亜米利加の有力者は海外発展に全力を傾注して居るが、
現に我政府に向つて一つの相談を持込んで来た。夫れは三十万円を供託するから越後に於ける石油採取の権利を
与へられたいといふ事である。熟々思ふに、外国の手に此の利益を奪はるゝは国家将来の大打撃であるから、是
は是非共邦人の事業とせねばならぬ。就ては諸君に於て之を試みては呉れまいか、実に国家経済上の大問題であ
る』と。
翁は侯爵の談に深く感じ、確く決意する所であつたが、其後間もなく大阪の外山脩造氏が安達仁蔵氏を顧問とし
て、石油事業視察の為に渡米することとなり、之に先ちて来越、翁に面会して、『今度の渡米は、主として石油事
業を視察する考である、帰朝の上は協力して斯事業を興したいと思ふ、それに就ては、自分が帰つて来るまでの
間に、越後全体の地を石油試掘地として借区権を得て置いて貰ひ度い』と言つて出立された。然るに明治十八年
の交、山口権三郎氏の主唱で、殖産協会なるものが組織され、翁を始め県下の有力者が多数賛同したが、二十一
年一月に長岡で開会された際、石油事業を開催しては如何かといふことが発議された。翁は其議に対して頗る苦
心されたのである。外山氏とは既に約束がある。今又同事業を起さうといふ相談がある。賛成すれば外山氏に対
して義理が済まぬ、去ればといつて賛成せぬにしても山口氏の手で斯事業の成立することは必然である。斯る羽
目に陥つた翁は、千思万考の末、斯事業は松方侯の言の如くに国家事業で、其国家経済上に及ぼす関係の大なる
者あることなれば、外山氏の意嚮の程は今知り難きも、氏が帰朝の上、篤と事の成行を話し、協力経営を請はば
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氏も諒とせらるるであらう、寧ろ進んで其成立に尽力した方が、自分として今日執るべき最善の手段であらうと
斯く決心されたので、殖産協会の発議に賛成を表し、会社創立の際には進んで地方の有志を勧誘し、別に外山氏
の分として氏に渡すべき株式は翁自ら出資して氏の帰朝を待つて居られた。会社創立と共に、翁は取締役に挙げ
られて数年間就職されたが、創立当時の本社は尼瀬に在つたにも拘はらず、翁は毎月の取締役会には欠かさず出
席して社務の為に尽力された。
其中に外山氏は、視察に一年有余の日数を費し、大抱負を懐いて帰朝された。所が、翁との約束が更に履行して
ないのみならず、新会社が設立されて、然も翁が要路に当つて居らるるので、外山氏は案に相違し、大に憤慨し
て、会社に協力どころか、翁が心尽しの株主たる事も拒絶し、翁に対して詰問の矢を放たれた。翁は事の次第を
具に語つて氏の怒を解かうとせられたけれど、外山氏は仲々承知されない。そこで内藤久寛氏から外山氏に会社
設立の由来を説き、三島氏も亦内藤氏の意を承けて、会社設立の動機は山口、内藤両氏の調査発意に基いたので、
岸氏が故意に約を背いたのではないといふ事情を語られた為め、外山氏も漸く意解けたものゝ、此一事より、外
山氏と翁とが、公然事業上の提携を絶つことゝなつたのは、頗る遺憾とすべき事である。然し流石に外山氏と翁
とである、胸裡光風霽月の若し、私交に於ては何等変りがなかつた。
【付記】
　外山脩造の企業者活動の研究にあたり、そのきっかけを与えて頂くとともに、様々な御便宜をはかって頂いてい
る、アサヒビール株式会社上席執行役員吹田工場長金谷高義氏、同社新潟支社長高澤敏夫氏、同支社島村曉氏およ
び株式会社新潟テレビ21長岡支社長今井大介氏、株式会社ＵＸビジョン制作部シニアディレクター村山正人氏をは
じめ、各社の関係者の皆様に謹んで感謝申し上げる次第である。
　本稿は、「平成22年度長岡大学教員研究費Ｂ」による成果の一部である。
